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研究目的

最近少年から一般人まで、サロンフットポール、ガーデンフットポール、ソフトサッカー等の各種フッ

トポールが、 確実9C普及しつつある。その理由として、 体育館や小学校の校庭、公園等の狭いスペースで

行われ、

l6) 
下のサロンフ :J トポールは、ポールコントロールが容9であり、幼児や女性もすぐゲームを楽しめるとい

しかも少人数で手軽に実施できることがあげられる。特に使用ポールが、はねかえり係数 0.4以

う特質を持っている。

又石い技術を習得したプレーヤーのゲームは、スキルフルで、スビーディであり、 l チーム 5名という

少人数の事もあって、プレーヤーがポールにプレーする回数は、サンカーのゲームに比して数倍多くなろ。

したがって運動強度も大変弛いものと思われる。

しかしこのサロンフントポールは、プラジルでは、

本に紹介されて、わずか1 0年に満たない。

本研究の目的は、サロンフットポールのゲーム中における運動強度およびエネルギー消双

することである。

を明らかに

II 
方 法

5 0 年以上の底史をもっているにもかかわらず、日

1 ) 破験者

過去 3年以上、週 1 回、サロンフットポールを 1 時間程度楽しんでいる、高佼生 5名のフィールド

プレーヤーである。このうら 2名は、 8 3年インクーハイ（サッカー）に千葉県代汲で出場した 1 名

と同校サッカ一部貝 l 名を含んでいる。そのg体特性は、及 1 のとおりである。このチームの名前は

みつわ台FC という。
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2) トレッドミル走

8 3年 l 0 月 180 、 1 9 日、千菜大学教養部、保健体育実験室において、 トレッドミルのスピー

ドを l 2 0 rn/min 、 l 5 0 m/rni n 、 1 8 0 m/min と、 3 分ととに負荷を漸増した。その後は、 1

分Cとに勾配を 2％ずつ漸増しオールアウトまで続けた。同時に、 HR （心拍数）は、胸部誘導によ

る心霞図テレメーターにて電送記録し、呼気ガスは、 2 分～ 3 分、 5 分～ 6 分、 8 分～ 9 分、その後

は 1 分ことに、ダグラスバックに採気し、 01CO｀を、 日本電気三栄KK製1821A型呼気ガスモ

ニターにて01 C 02 を測定し、ガスメーターにて呼気量を測定した。

この走行中のHR とvo2 の関係から個人別に、 V02max と「HR · V 02」の関係式を求めた。

室温は 2 0.5 ℃、湿度は 7 1 ％であった。

3) サロンフットポールゲーム

8 3年 1 0 月 1 6 日、東邦大学体育館で行われた第 1 回サロンフットポールリーグ戦の第 1試合と

第3試合の、対プラジル研住生（日系 2世のチーム）、対東邦大学サ0 ンフットポールクラプ戦の、

みつわ台FCについて測定した。

HRは、日本光霞医用テレメーターECGZB - 141 91こより胸部導出でプレーに支障のないよ

うに装召して、相手チームの了解を得てゲーム中連紐記録した。

ゲームは、 メンパー交代があり各試合に続けて出場した、 3 名と 2 名、 9t5名のフィールドブレー

ヤーについて集計した。コ・ールキーパーについては、記録しなかった。

渠計は、ゲーム開始 l 分前からゲーム終了 5分後まで、 1分Cとに 3 0秒間のHRをカウントして

1 分間換算して、心拍数変動を求めた。（図l)
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各個人の運動強度は、平均心拍数と、平均心拍数および前述の「HR· VOJ の関係式から算出し

て、劣V02max であらわした。室温は、 2 0.5 ℃、湿度は 7 3劣であった。
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皿結果と考察

トレッドミル走の最大運動テストにおいて被験者のV01max は、 平均で 5 3. 7 (S D 3. 3) al • m 10 "-
-1 

2) 
がであり、岩村英吉等 (1 9 7 8) の店校生のV02max より低い値を示した。

個人については、甜校サッカ一部で活躍していろ S .Kが 5 7.2 ・ヽ・ min1·ki1, Y • Mが 5 8. 2 at·ml計

炉と他の 3名より 5“から 9“店い値を示したが、岩村等の平均6 1. 8 alｷ min1ｷ ki1 より低いものであ

った。 （及2)

HR とvo, の関係を、 トレッ ド

ミル走テストから回帰万程式で求め

た結果は、 T .0.y = 35.4x -

3 9 0 3 、 H. T. y = 2 9. 9 x -

2 3 1 3 、 S .K. y=27.4x -

2 2 1 0 、 Y.M.y=23x

l 2 1 5 、 K. N. y = 2 l.8 -l 4 2 0 でありこれ等の相OOの平均は、 0.9 9 1 と 0. 1 劣水叩で有意な

Table 2 
n..Illo 

T.OKAHOTO 
H.TAUARA 
S,KAKEHOTO 
Y.HASUOA 
K.NOMURA 

,.r-ead111ill running 
vo,trいX Vo.m•x 

ー1 ー1 ー1
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3.304 49.89 187 
3.139 57.o7 19S 
3.143 58.20189 
3.009 52.30 202 
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3.182 53.70 
0.115 3.32 
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相OOを示した。図 l は、 K.NのHR と voaのOO係であるが、他もほぼ同様であった。

この回紺式をもちいて、サロンフットポールのゲーム中の
ml 
LOOO 

。

%V02max を求めたものがJ1. 3 であろ。ゲーム中の劣V01ma x 

は、 平均で 8 8.1 %VO冒max と石い運動油度を示した。これは、
2) 

岩村英吉のサッカーのゲーム中におけろ、 7 5.2%V01rnax やポ

ジシ，ン別の妓も店いフォワードの8 3.0 %･02 max よりも莉い

ものであった。

前半と後半で兄ると、後半の方が、 8 8.9 劣 VO, max と店い強

度を示したが、 これは、ゲーム内容が、第 1 試合（プラジル研修生

9-7 みつわ台）、第 3 試合（東邦大学6-9 みつわ台）と得点が

多く後半に勝敗が決まる接戦になったため、 運動強度が高くなった

ものと思われる。

Table 3 〇●1ooヽ footb•11 oo”° 
1s ぶtl2nd  心0 tot • I 

nIImo 90zm)C”°“川1iiR' o,Ill.)C111e11nHR 2"'.)C 1110mHR z902mox 
(.,.mIn-1..tp._--11) (bool•m) (boat• m••ー1•) ぃormIn-I) 

T.OKAHOTO 51.04 181 89.2 182 89.6 182 89.6 
H.TAUARA 49.89 162 86.6 161 8.1 162 86.6 
S.KAKEHOTO 57.07 152 77.9 167 85.6 159 81.5 
Y.MASUOA 58.20 171 90.s 172 91.o 172 91.o 
K.NOHUR̂ 52.30 183 90.6 186 92.1 185 91.6 

ヌ 53.7 169.8 87.0 173.6 88.9 172 88.1 
so 3.7 11,7 4.8 9.3 2.6 10.4 3.7 
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ゲーム中のエネルギー消費については、閲人のV02 ｷ t ｷmi n-1 より、 運動中、 0辻£で炭水化物が燃

焼したとすると 、 約 5 kcal発生する。このことから、平均で 1 分間、 2.5 8消費すると 1 2. 6 kcaC 泊
1S) 

費したことになり 4 0分のゲームであったので 503kca£潤費していろ。これは、山岡誠一 ( 1 956}

報告の高校生のサッカーゲーム 7 0 分間のエネルギー消費4 9 0 kcal より店い伍を示した。

T●bl• ヽ 〇● loon tood• ll o 
•in...HRI• ' ー“‘VOI Kc•K• i n -1 ke●I 曇40..inn•Ill• ( .... ”,巫...i•ー,.) （.boo.—t“·mtt.霞a-, ) so (ぃ•l) ( t m1；り

T.a“匹TO 200 182 13.3 162 2.536 12.7 507 
H.TAUARA 181 162 11.8 1&3 2 .5ヽ1 12.7 508 
S.K““叩TO 186 159 17.2 1“ 2,151 10.8 430 
Y.NASUOA 184 172 11.3 145 2.7'4 13.7 548 
K.NOf畑＾ 203 18  12.s 164 2.616 13.1 523 - •-

ヌ 191 172 13.2 151 2.518 12.6 503 
so 8.9 10. 、 2.1 10.1 0. 198 0.97 39.5 

汲4 に示したエネルギー消費は、個人差があり、なかでも高校サッカ一部貝であろ 2 名が 5 名の中で最

店と最低を示したmは、ブレーの性質上興味深い結果として現われた。

サロンフットボールは、フィールドプレーヤーが4 人のため、ポジシ讐ンは、 自然ICローテーシ置ンす

るが、タイプとして、フィックス（パッ ク）から得点に関係するオーブンスベースに出て行ってプレーす

るクイブと、フすワードの位置でオーブンスペースを作り出し、 又は、 相手のボールを奪いに行く 、 セン

ターフ＊ワ ー ドやサイドのタイプの運動量ICは、 王があるようである。

そう．いった事を考慮してもサロンフットボールは、運動強度や杓費エネルギーから、持久性については、

自然にイノクーパルトレーニング的になっており、そのトレーニノグ効果は、 多いに期待できるものであ

る。又ポールにプレーする回数が多いmから、 青少年のポールコントロール、ポディバランス、ひいては、

巧緻性、体力等の向上に楽しみながらトレーニング効屯のあがる国目である。
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N 要約

1. 被験者は、週 1回サロンフ ットポールゲームを楽しんでいる高校生男子 5名であった。

2. トレッドミル走により、個人のHR と VO，の回灯式およびV01max を求めた。

3. サロンフットポールのゲーム中のHRを、 胸部誘導法により記録した。

4. ゲーム中のHRIこついて、トレッドミルで求めた回帰式により、間接的に劣VO, max を求め運動強

度とした。

5. ゲーム中の平均VO，ょ り 4 0分間のゲームの消費エネルギーを算出した。

6. サロンフットボールのゲームは、 平均V02max の 8 8.1 劣と高い運動強度であった。

7. 消費エネルギーは、 1 分問 l 2.6 kcal 、 4 0分問のゲームで 5 0 0 kcal 消費していろ。

本研究に際し、アドパイスを頂いた、和洋女子大学門野幸也講師、被験者として多大の協力をして頂い

た、みつわ台FCの方々に深く感謝の意を表します。
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